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【 目 的 】 食 物 に 含 ま れ る 硝 酸 塩 は 、 上 部 消 化 管 か ら 吸 収 さ れ 、 組 織 内 を 循 環 し 、 一 部 は 耳
下 腺 で 濃 縮 さ れ 、 唾 液 と し て 口 腔 内 に 分 泌 さ れ る 。 さ ら に 、 そ の 一 部 は 口 腔 細 菌 に よ っ て
亜 硝 酸 塩 に 還 元 さ れ る 。 こ れ ま で に 、 亜 硝 酸 塩 は i n  v i t r o で ミ ュ ー タ ン ス レ ン サ 球 菌 に
対 し 抗 菌 的 に 作 用 す る こ と が 知 ら れ て い る が 、 プ ラ ー ク 全 体 に 対 す る 作 用 に つ い て は 不 明
で あ る 。そ こ で 本 研 究 で は 、ヒ ト プ ラ ー ク の 酸 産 生 能 に 対 す る 亜 硝 酸 塩 の 抑 制 効 果 を 調 べ 、
ま た 、 年 齢 や 齲 蝕 経 験 と の 関 連 性 を 検 討 し た 。 さ ら に 、 プ ラ ー ク 自 身 の 硝 酸 還 元 活 性 を 測
定 し 、 酸 産 生 抑 制 効 果 と の 関 連 性 に つ い て 検 討 し た 。  
【 方 法 】 一 般 歯 科 医 院 に 来 院 し た 患 者 （ 7 9 名 、 6 . 1 ± 2 . 9 歳 、 d m f t ＝ 2 . 8 ± 3 . 4 、 D M F T = 0 . 3 ±
1 . 0 ） の 口 腔 内 （ 上 顎 臼 歯 頬 側 ） か ら プ ラ ー ク （ 2  µ L ） を 採 取 し た 。 患 者 は 2 週 間 に わ た
り 抗 生 剤 な ど の 投 薬 を 受 け て い な い こ と 、 プ ラ ー ク 採 取 2 時 間 前 か ら 食 物 を 摂 取 し て い な
い こ と を 確 認 し て い る 。 プ ラ ー ク は 直 ち に 、 3 6 ℃ の イ ン キ ュ ベ ー タ ー 内 に 設 置 し た コ ン パ
ク ト p H メ ー タ ー の セ ン サ ー 部 に て 、 2 0  µ L の 1 0  m M リ ン 酸 カ リ ウ ム 緩 衝 液 （ p H  7 . 0 ） で 懸
濁 さ れ た 。 続 い て 、 1 0  µ L の 亜 硝 酸 カ リ ウ ム （ 最 終 濃 度 0 . 6 7  m M ） も し く は 精 製 水 （ コ ン
ト ロ ー ル ） を 添 加 し 、 1 0 分 間 、 p H 変 化 を 測 定 し 、 そ の 後 5  µ L の 5 % グ ル コ ー ス 溶 液 を 添 加
し 、 さ ら に 1 0 分 間 、 p H 変 化 を 測 定 し た 。 硝 酸 還 元 活 性 は 、 採 取 プ ラ ー ク を 1 . 9 8  m M 硝 酸
カ リ ウ ム 含 有 1 0  m M リ ン 酸 カ リ ウ ム 緩 衝 液 中 に 懸 濁 し 、 3 6 ℃ で 3 0 分 間 に 産 生 さ れ た 亜 硝
酸 塩 を G r i e s s 反 応 で 比 色 定 量 す る こ と で 求 め た 。  
【 結 果 】 亜 硝 酸 塩 の 添 加 に よ り 、 コ ン ト ロ ー ル と 比 較 し て 、 グ ル コ ー ス 添 加 前 1 0 分 間 で 、
0 . 2 7 ± 0 . 3 5  p H ユ ニ ッ ト の p H 低 下 抑 制 が み ら れ た（ p < 0 . 0 0 5 ）。グ ル コ ー ス 添 加 後 で は 、0 . 2 3
± 0 . 4 1  p H ユ ニ ッ ト の p H 低 下 抑 制 が み ら れ た （ p < 0 . 0 0 5 ）。 こ の 抑 制 効 果 は 年 齢 お よ び 齲 蝕
経 験 と 相 関 は な か っ た が 、 グ ル コ ー ス 添 加 に よ る p H 低 下 活 性 の 大 き い プ ラ ー ク ほ ど 抑 制
程 度 が 大 き か っ た （ p < 0 . 0 0 5 ）。 プ ラ ー ク の 硝 酸 還 元 活 性 は 0 . 3 2 ± 0 . 3 1 （ ⊿ A 5 5 0 / プ ラ ー ク
懸 濁 液 9 0 0  µ L / 3 0 分 間 ） で あ っ た が 、 年 齢 、 齲 蝕 経 験 、 プ ラ ー ク p H 低 下 抑 制 作 用 と の 相
関 は な か っ た 。  
【 結 論 】 亜 硝 酸 塩 は プ ラ ー ク の 酸 産 生 能 を 抑 制 す る こ と 、 プ ラ ー ク は 硝 酸 還 元 活 性 を 持 ち
そ の 活 性 に は 個 人 差 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 こ の 抑 制 効 果 は 、 年 齢 、 齲 蝕 経 験 お よ
び 硝 酸 還 元 活 性 と 関 連 し な い こ と が わ か っ た 。 酸 産 生 能 の 高 い プ ラ ー ク ほ ど 効 率 的 に 抑 制
さ れ た こ と か ら 、 亜 硝 酸 塩 は 、 プ ラ ー ク p H の 過 剰 な 酸 性 化 を 抑 制 す る こ と で 、 プ ラ ー ク
p H の 恒 常 性 維 持 に 関 与 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  
 
 
